
















　　帰る家







　場所はガルアーク王国城。国王フランソワからリオが下賜された屋敷に、シャルロットも沙月と一緒に暮らすようになってから間もない頃の話だ。

　もともとは城内に部屋があってそこに暮らしていた二人だが、毎日行き来するのも面倒だろうと、屋敷にも自分の部屋を用意してもらったのがきっかけだった。

　ただ、シャルロットに関しては公務のためにお城へ出向くことも多い。今日も今日とてお城へと出向いていた。

「では、私は屋敷へ戻ります」

　と、所定の報告を終えて、帰路につこうとするシャルロット。

「うむ」

　短く頷き、娘を見送ろうとしたフランソワだったが──、

「……屋敷での暮らしはどうだ？」

　立ち去るシャルロットの背中に、そんな問いを投げかけた。

「楽しいですわ、この上ないほどに。皆様とても良くしてくださいます」

　シャルロットは間髪を容れずに、にこやかに笑って迷わず答える。

「であるか。行くがよい」

　本心からの言葉と判断したのか、フランソワもフッと笑う。

「はい。失礼いたします」

　今度こそ父に見送られ、シャルロットは退室する。その足でお城の建物も出て、リオ達が暮らす屋敷へと向かう。

　すると、道中で……。

（なんだか新鮮だわ）

　お城もリオ達が暮らす屋敷も同じ敷地内にある。城内を移動しているだけなのに、住む場所が変わったからだろうか？　なんだか目に映る景色が違う気がする。そしてなんだかそれが嬉しくて、シャルロットは柔らかく口許をほころばせる。

（……行きましょうか）

　感慨にふけって思わずふと足を止めて周囲の景色を見回してしまったが、シャルロットは移動を再開して屋敷へと歩きだす。

　屋敷にたどり着いて玄関をくぐると、キッチンやダイニングへと続く通路から賑やかな声が聞こえてきた。一同が集まっているのはどうやらキッチンらしい。シャルロットが通路を進んで顔を出してみると──、

「お帰りなさい、シャルちゃん」

　沙月が最初にシャルロットに気づく。その場にいた者達も続々と「お帰りなさい、シャルロット様」と呼びかけてきた。すると──、

「……………………」

　シャルロットはぱちぱちと目を瞬く。

「どうしたの、シャルちゃん？　ぼーっとして」

「……いえ。お帰りなさいと言ってくださるのも新鮮だなと思いまして」

「ああ、そういうこと。気恥ずかしい？」

　沙月がニヤッと笑って尋ねる。

「はい。ですが嬉しくもあります。良いものですね。お帰りなさいという言葉を言ってもらえるのは」

　観察眼に長けているシャルロットだからこそわかる。皆が口にしてくれた「お帰りなさい」という言葉が、シャルロットがこの屋敷に帰ってくるのを当たり前だと思っているからこそ、自然と口にしてくれた言葉だということを。だからこそ、嬉しいのだ。

「そ。じゃあシャルちゃんからも何か一言欲しいなあ。お帰りなさいと対になる言葉を」

　と、沙月は持って回った言い方である言葉をねだった。

　すなわち──、

「ただいま戻りました」

　という言葉である。

　シャルロットはすぐに正解を口にした。

「……うん、お帰りなさい」

　今度は沙月が少し気恥ずかしくなる番だ。他の者達も少しはにかみながら改めて「お帰りなさい」という言葉をシャルロットに告げる。

「それはそうと、皆さんキッチンに集まって何をなさっていたのですか？」

「おやつを作っていたのよ。みんなシャルちゃんの帰りを待っていたんだから。ちょうど出来たところなの。さ、手洗いとうがいをしたら食べましょう」

「まあまあ、とても嬉しいです。ぜひ」

　屋敷での、ある日の日常だった。
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